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きいて・めもして・こたえよう 小6　No.12

討論・図書室に　まんがを　置くべきか
とうろん としょ しつ お

名前
なまえ

聞くめあて 二人の「主張と根拠」を聞き、その根拠がなっとくできるか考
き ふたり しゅちょう こんきょ き こんきょ かんが

えながらメモしましょう。

おとさない言葉：主張（賛成／反対）・根拠
ことば しゅちょう さんせい はんたい こんきょ
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討論・図書室に　まんがを　置くべきか 小6　No.12｜討論｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：1回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

今日の、討論の、テーマは、「学校の、図書室に、まんがを、置くべきか」です。二人

の、意見と、その、根拠を、聞き、どちらの、根拠が、なっとく、できるか、考えましょ

う。

賛成の、立場、原田さんです。「わたしは、置くべきだと、考えます。まんがには、歴史

や、科学を、分かりやすく、伝える、ものが、あります。字だけの、本が、苦手な、人

も、まんがなら、手に、取りやすく、読書の、入り口に、なります。げんに、まんがで、

歴史に、きょうみを、もった、という、人も、多いです。」

反対の、立場、西川さんです。「わたしは、反対です。図書室は、じっくり、文章を、読

む、力を、つける、場所です。まんがが、あると、そればかりに、人気が、集まり、字

の、本を、読む、機会が、へって、しまう、心配が、あります。まんがは、家でも、読め

ます。」

二人の、根拠を、くらべて、みましょう。原田さんは、「読書の、入り口に、なる」とい

う、よい点を、あげました。西川さんは、「文章を、読む、力が、つきにくく、なる」とい

う、心配を、あげました。どちらの、根拠も、図書室の、役わりを、どう、考えるかに、

つながって、います。

大切なのは、どちらかを、やっつける、ことでは、ありません。それぞれの、根拠を、

よく、味わい、「自分は、図書室を、どんな、場所に、したいか」を、考える、ことです。

さて、あなたなら、どう、しますか。

めものれい

討論・図書室にまんがを置くべきか（主張と根拠）

賛成＝原田さん：まんがは歴史・科学を分かりやすく伝える／字が苦手な

人の読書の入り口

反対＝西川さん：図書室は文章を読む力をつける場／まんがばかりに人気

→字の本を読む機会がへる

どちらの根拠も「図書室の役わりをどう考えるか」に関わる／大切なのは

自分の考えをもつこと

こたえと かいせつ

（1）（例）まんがは歴史や科学を分かりやすく伝える／字だけの本が苦手

な人の読書の入り口になる

原田さんの根拠。どちらか一つが書けていれば正解です。

（2）ア（字の本を読む機会がへる心配がある）

イ・ウは原田さん（賛成）の根拠です。西川さんは「読む力がつきにくくなる」

を心配しました。

（3）ア（図書室の役わりをどう考えるか）

「どちらの、根拠も、図書室の、役わりを、どう、考えるかに、つながって、

います」と言っていました。

（4）どちらかをやっつけることではなく、それぞれの根拠をよく味わ

い、自分は図書室をどんな場所にしたいかを考えること

最後の段落で述べています。勝ち負けではなく、自分の考えをもつことが大切

です。

（5）（例）わたしは置くべきだと思う。字の本が苦手な友だちも本に親し

めるようになると思うからだ。ただ、読む力の心配も分かる。

立場と理由が書け、二人の根拠にふれられていれば正解です。
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